
改革事項

年度計画

年度目標

年度計画

年度目標

職員の配置 　毎年度、職員に対し人事異動希望調書を 　現状のまま継続していく。

について 求め、所属長には人員配置及び組織の課題

についての調書を求めた上で、町長、副町長

、総務課長とのヒアリングを実施しているので

要望に対しできる限り対応している。

臨時職員の 　事務の円滑性を重視した場合、現状のまま

一元管理 で一元管理は慎重な検討が必要。

について

　雇用にあたっては、登録者のうち繰り返し

同一人物が任用されており、必要人数に対し

登録者数が少ない状況。

○臨時職員の一元管理について

第４次野辺地町行財政改革大綱　実施計画

（２）組織・機構の見直し
ア　新規行政需要に対応する組織・機構
の見直し

改革項目
人事管理の一元化（臨時職員も考慮した人員
配置）

担当部署 総務課

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

職員の配置、臨時
職員の一元管理に
ついて検討

平成28年度に決定
した事項につき実
施

同左 同左

実施概要

総務課において、
次年度に向けて各
課の業務及び必要
人員の把握。
臨時職員の一元管
理の検討。

問題点等

　平成28年度

　職員の配置、臨時職員の一元管理について検討

実施状況

及  　び

今 後 の

進行計画

項　目 実施状況 今後の進行計画

　必要な時に人材の確保が出来ていることが一元管理（人材バンク）のメリットと思うが、各課において多種

多様な仕事に対し必要な時に常時確保できるのか、特に有資格者の人材確保をはじめ総務課が一元管理

するには個々の業務に精通している訳ではないので人探しに苦労するし情報不足である。また、募集して

登録しても常時待機している訳でもなく、他へ就職することも考えられる。

　担当者に業務負担の増大する割には効果が上がらないと思われるため、現状どおりに各課で募集した

ほうが柔軟な対応が可能である。

　六ヶ所村へ行き、臨時職員人材バンクにつ
いて調査した。人材バンク募集及び賃金支払
いは総務課。



年度計画

年度目標

臨時職員の 　特に実施に向けた取り組みはしていない。 　事務の円滑性を重視した場合、現状のまま

一元管理 ただし、一元管理とは別であるが、H32.4月 で一元管理については、引き続き検討する。

について 施行の会計年度任用職員制度へ向けた準

備を模索中である。

年度計画

年度目標

　平成29年度

平成28年度に決定した事項につき実施　職員の配置・臨時職員の一元管理について検討（年度目標の修正）

項　目 実施状況 今後の進行計画

○職員の配置については、引き続き、適正配置に努めていく。

実施状況
及  　び
今 後 の
進行計画

問題点等

問題点等

　平成30年度

平成28年度に決定した事項につき実施　職員の配置・臨時職員の一元管理について検討（年度目標の修正）

実施状況
及  　び
今 後 の
進行計画

○職員の配置については、引き続き、適正配置に努めていく。
○臨時職員の一元管理については、現状を勘案し、引き続き検討していく。


